
 

 

 

2024 年７月 10 日 

ニュースリリース 

報道関係各位 

株式会社ナカノフドー建設 

 

協力会社との団結深まる 

第 82 期 感謝会を開催 

～建設業界を取り巻く諸問題に向けて、協力関係をより強固に～ 
  

創業 91 周年の歴史を誇る株式会社ナカノフドー建設（本社：東京都千代田区、代表取

締役社長 飯塚 隆 以下、当社）は、第 82 期（2024 年３月期）において、当社業績に多

大な貢献をいただいた協力会社「ナカノフドー友愛会（※１）」の皆様を全国からお招き

し、日ごろの感謝と、社の垣根を越え親睦を深めるため、7 月 2 日（火）に『第 82 期 感

謝会』を開催いたしました。 

感謝会では 88 名の方々が参加され、表彰委員会により、選定された営業賞２社、施工

賞 18 社、業務賞 2 社の計 23 社が表彰を受けました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
受賞された皆様との記念撮影 



■感謝会概要 

ナカノフドー友愛会は当社取引実績のある企業、個人業者である友愛会員が共存共栄を

目的とし、品質担保、安全教育、安定供給のために相互扶助と知見の共有を実施しており

ます。特に品質の面においては安全の担保と品質の維持のためパトロールを実施するな

ど、お客様に安心・安全を提供するための組織として活動をしており、感謝会は日ごろの

活動への感謝と親睦を図るため、ナカノフドー友愛会の 1954 年の設立以降、継続的に開催

しております。 

冒頭、代表取締役社長の飯塚より、ナカノ

フドー友愛会とその受賞者の皆様に対する感

謝の意を表し、また、６月 27 日に開催され

た第 82 回定時株主総会の報告で業績目標達

成と、配当金増配について協力会社へ協力の

御礼を申し上げました。さらに、６月 17 日

付でパートナーシップ構築宣言（※２）によ

る本年４月からの残業規制や４週８閉所、労

務規則、物価高騰などといった諸課題への解

決のため支援、ご協力をお願いしました。 

授賞式では当社各拠点から推薦され、表彰委員会で選定された企業が表彰されました。

今回は各部門での厳しい審査を経て、営業賞２社、施工賞 18 社、業務賞 2 社の計 23 社に

対し、代表取締役者の飯塚より感謝状及び記念品が授与されました。 

その後、友愛会本部会長のご挨拶、当社名誉会長大島の発声により懇親会が開始され、

来場の皆様が終始和やかな雰囲気でご歓談されました。 

中締めの挨拶で取締役副社長の大島より今までの感謝と今後の発展についてのさらなる

ご協力のお願いで締めくくり名残惜しくも閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役社長 飯塚による挨拶 



参加者挨拶（抜粋） 

 

代表取締役社長 飯塚 挨拶 

ナカノフドー友愛会とその受賞者の皆様に

対する感謝の意を表します。 

（６月 27 日に開催された第 82 回定時株主総

会が無事終結したことに振れ、）業績目標を

達成したことや、配当金を増配するに至った

ことについて、協力会社の皆様のおかげであ

ります。改めて御礼申し上げます。 

（６月 17 日付でパートナーシップ構築宣言 

（※２）を出したことに触れ、）本年４月からの残業規制や４週８閉所、労務規則、物価

高騰などといった諸課題への解決のため、ナカノフドー友愛会の皆様とこれまで以上にご

支援、ご協力をお願いしたいと考えております。 

 

友愛会本部会長 ご挨拶 

今年４月に開催されたナカノフドー友愛会

総会にて新任の会長・副会長が選任され、青

年部会も活動を広げていること、「視える

化・自主化」をさらに推し進めるとともに、

次世代を担う若きリーダーの育成により一層

力を入れていきたいと考えています。 

また、建設業を取り巻く諸問題は山積みだ

が、友愛会各社と連携をとりながら、より良

い組織運営を行っていくことを実施していき 

たいと思っています。 

友愛会会長による挨拶 

代表取締役社長 飯塚による挨拶 



 

名誉会長大島 乾杯挨拶 

インフレや人手不足の中でも業績を上げるこ

とができたのは協力会社の皆様のおかげであり

ます。益々協力関係を強固に、お互いに工夫して

いくことで乗り越えていきたいと考えています。 

 

 

 

 

取締役副社長大島 中締め挨拶 

ナカノフドー友愛会は今年で 70 周年を迎え、

長年に亘り当社を支えていただいていることに

対し感謝申し上げます。また、経営課題として技

術をいかに後世に伝えていくか、技術継承が課

題であることから、ナカノフドー友愛会の皆様

と一緒に先人たちの工夫や経験を引継ぎ、後世

に伝えていきたいと考えております。 

 

 

 

 

※１ ナカノフドー友愛会 

本会は株式会社ナカノフドー建設（会社）の協力会社および個人業者（友愛会会員）が、

会社の事業を通して会員相互の親睦をはかり、会社と共に合理化努力と創意工夫により、生

産性と品質の向上に努め、会員及びその従業員の人命尊重を理念に労働災害の保証に関する

相互扶助を行うと共に、災害防止に努めることを目的とされています。1954 年の設立から

70 周年を迎えております。 

当社は事務局機能のみ実施しており、会員企業・個人は「平等に同じく共存共栄を目指

す」組織として活動を行っております。 

ナカノフドー友愛会ホームページ：https://nf-kk.jp/ 

 

 

名誉会長 大島による乾杯挨拶 

取締役副社長 大島による締めの挨拶 

https://nf-kk.jp/


※２ パートナーシップ構築宣言 

ナカノフドー建設は、サプライチェーンの取引先の皆様や価値創造を図る事業者の皆様と

の連携・共存共栄を進めることで、新たなパートナーシップを構築するため、2024 年６月３

日にパートナーシップ構築宣言を公表いたしました。詳細は以下 URL よりご確認くださ

い。 

https：//www.wave-nakano.co.jp/news/495 

 

■当社の SDGs の取組みについて 

当社は社是である「社業の発展を通じて社会に貢献する」を実行すべく、SDGs に積極

的に取り組んでおります。 

具体的には①地球環境の保全②地域社会への貢献③職場環境の充実④人材の育成の 4 つ

の柱に活動を実施しております。 

参考：当社の SDGs 活動について 

https://www.wave-nakano.co.jp/sustainability/sdgs/ 

 

 

■株式会社ナカノフドー建設 会社概要 

本  社 〒102-0073 

東京都千代田区九段北四丁目 2 番 28 号 NF 九段 

代表取締役社長 飯塚 隆 

創  業 1933 年（昭和 8 年）2 月 8 日 

設  立 1942 年（昭和 17 年）12 月 19 日 

資 本 金 50 億 6,167 万 8,686 円 

発行済株式総数 34,498,097 株 

従 業 員 1,331 名（連結）759 名（個別）（2024 年 3 月 31 日現在） 

株式上場 東京証券取引所スタンダード市場 

事業内容 国内建設事業・海外建設事業・不動産事業 

 

＜取材依頼等に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ナカノフドー建設 

総務部 小野 真希 

TEL. 03-3265-4661 

Mail. ono_maki@wave-nakano.co.jp 

https://www.wave-nakano.co.jp/news/495
https://www.wave-nakano.co.jp/sustainability/sdgs/

